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【研究発表記録】 増村保造の映画に見られる、『痴人の愛』を中心とした動物的身体の諸相 

中島 晋作（なかじま しんさく、明治大学大学院 理工学研究科建築・都市学専攻総合芸術系  

 博士後期課程） 

 

 

本発表は、増村保造の『痴人の愛』（1967 年）における、安田道代が演じたヒロイン、ナオミの身体表象に着目し、原作小説

と映画での身体描写の差異を通して、60 年代以降の増村映画における作風の変化の源泉を探る試みである。 

増村保造の映画の変質は、これまで複数の論者から指摘されてきた。脚本家の白坂依志夫が、『偽大学生』（1960 年）あた

りから、それまで書かなければならない大量の台詞からまぬがれた、と述べていることが象徴するように、それらは主に映画のテンポが減

衰していることを指摘する（白坂依志夫『不眠の森を駆け抜けて』、ラピュタ、2013 年）。 

本発表で提示したのは、それら「作風の変化」が、監督の、あるいは観客の、俳優の身体に対する視線の変容に由縁しているので

はないかという仮説である。これを分析するために、まずは原作小説である谷崎潤一郎『痴人の愛』のナオミ像を概観し、この女性が

当時のモダン・ガールの典型として描写されていたことを確認した。そして、戦後に製作された映画の中のナオミには、激しい動きを伴っ

た「動物的身体」とでも呼ぶべき際立った特徴が備わっていること、また彼女の身体に対する西洋化の眼差しが、小説から減衰して

いることを指摘した。これは小説から映画へのアダプテーションの結果ではあるが、この西洋性の欠落は、57 年での監督デビュー作か

ら 60 年代にかけての、増村のフィルモグラフィにおいてもまた存在するものである。発表では、映画に現れる「西洋的身体」から「動物

的身体」への変遷こそ、60 年代以降の増村保造を特徴づける記号だと結論した。以下が発表の概略である。 

 

I. モダン・ガールとしてのナオミ 

最初に小説『痴人の愛』のナオミがどのように描写されていたか、またナオミというヒロインの、当時の受容のされ方について紹介した。

まず小説は、主人公である譲治の視点から物語られる。そしてナオミには、メアリー・ピックフォードをはじめとした映画女優たちが、譲

治の理想として投影される（谷崎潤一郎『痴人の愛』、新潮社、1947 年）。これはナオミが、小説が書かれた大正時代に現れた

モダン・ガールとして描かれていることと関係している。 

モダン・ガール、通称モガと呼ばれた女性たちは、ミツヨ・ワダ・マルシアーノによれば、欧米との同一化を象徴するような存在であり、

日本人が西洋と対峙するときの経験のあり方を示すものであったという（ワダ・マルシアーノ、ミツヨ『ニッポン・モダン』、名古屋大学出

版会、2009 年）。たしかに、ナオミの身体に関して、小説ではしきりにその肌の白さを強調するような場面が登場する。西洋人女

優へと重ねる比喩的描写と合わせて、ナオミの身体には「西洋的身体」が刻印されているといえるだろう。ただし、そのような「西洋的

身体」は、男性の視線のなかに存在するものであることにも、ワダ・マルシアーノは注意を促す。では、このような身体描写は、映画で

いかに翻案されたのか。 
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II. 増村保造によるナオミ 

増村保造による映画『痴人の愛』は、以下のような主人公の譲治と彼の上司である波川との会話から始まる。 

 

譲治「実は気ばらしに、ペットを可愛がっているんです」 

波川「ペット？ そりゃあいい。犬かい、猫かい、鳥か？」 

譲治「猫なんです」 

波川「ミケかい、ペルシャかい、それとも、アンゴラ？」 

譲治「雑種なんですけど可愛いんです」 

 

この台詞は脚本でも確認できることから、映画は脚本の段階から犬や猫、あるいはその品種を並べ立てることによって、最初からナオミ

に、比喩として動物が用いられていることがわかるだろう。さらに映画は、ナオミを演じる安田道代の激しい動きからもたらされる身体性

からも、動物的属性が与えられているといえる。これは、増村保造の演技指導について語った安田道代やカメラマンの大葉博一の言

葉によって裏付けることができる。安田は、増村の演出について「ラブシーンにしても格闘技というイメージしかない」と述べており（大

楠道代「インタビュー 大楠道代」、増村保造『映画監督増村保造の世界 〈映像のマエストロ〉映画との格闘の記録 1947-1986』、

ワイズ出版、1999 年、262-270 頁）、大葉は、安田の演技が演出によって「動物的野性的な感じに変わってきた」と証言してい

るからである（読売新聞、1967 年 7 月 13 日、夕刊、12 頁）。このように、台詞による言葉、また俳優の身体性の両面から、ナ

オミの身体には動物性が付与されているといえる。 

次に、小説で顕著だった西洋偏重的な譲治の視線が、映画でいかに翻案されているのかを分析した。というのも、小説におけるナ

オミの身体には、譲治の理想としての西洋的身体が投影されていたからであった。小説において、ナオミが、メアリー・ピックフォードをは

じめとした映画女優に重ねられていることは既に述べた。それに対して映画では、小説に登場した西洋人の固有名詞がすべて除外さ

れているのである。これは、映画におけるナオミの身体から西洋性が欠落したように見える要因の一つである。また、小説では譲治の

一人称の語りで構成されるがゆえに、彼の視線が強調されるのだが、映画において、譲治の視線は部分的にしか焦点化されることは

ない。その一つの例として、ナオミの日記を譲治が眺めるシーンが挙げられる。譲治は日記に張り付けてあるナオミの写真を見る。彼

女の写真がスクリーンに大きく映し出され、そこに譲治のボイス・オーバーが乗る。小説の一人称的な語りをボイス・オーバーによって代

替したこのシーンが、映画において、譲治の視線と観客の視線が一致する唯一の瞬間である。さらに映画は、譲治とナオミ、二人を

家の外から覗き見る人物を配置しており、このことも、小説における譲治の視線を弱める機能がある。小説から映画への翻案による

男性的視線の減衰は、映画から西洋性が欠落することに貢献しているのである。 

以上より、増村保造の『痴人の愛』におけるナオミには、原作にあった西洋的身体の投影が弱められ、動物的身体とでもいうべき

属性が与えられていることを示した。では、この「動物的身体」の意味するものは何かを、最後に考察する。 
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III. 動物的身体とは何か 

小説『痴人の愛』における譲治のように、谷崎潤一郎自身もまた西洋偏重的な思想をもっていたことは、たとえば荒正人編『谷崎

潤一郎研究〈近代文学研究双書〉』（八木書店、1972 年）で複数の論者からたびたび指摘されているが、谷崎と同様に増村も

また、西洋、特に彼の留学先であるイタリアに、かの地の人々の姿に、個人の理想を見ている。その証左として、彼の初期作品『青

空娘』に登場するひとりの女学生は、自らの身体をジーナ・ロロブリジーダのようだと同級生に誇示するのである。増村の初期作品には、

たしかに俳優の身体に西洋人の影を認めることができる。このような俳優の身体性に変化の兆しが認められる例として、1958 年の

映画『巨人と玩具』がある。 

増村保造の『巨人と玩具』におけるヒロイン、京子（野添ひとみ）の身体性について、映画研究者のマイケル・レインは重要な指

摘をしている。下町の貧乏な家に生まれた京子は、企業の広告モデルとしてセレブリティへと変貌を遂げてゆくのだが、この過程で、映

画には彼女の姿が写真、広告、ポスターといった複製メディアに乗せて氾濫する。レインは、京子自身の固有性が、映画の中で徐々

に平坦化してゆくと指摘する。またレインは、高度経済成長を背景としたこの映画の狂騒的なメディア描写には、日本のアメリカに対

する従属性とその不安が現れているとも主張する（Raine, Michael. “MODERNIZATION WITHOUT MODERNITY: 

Masumura Yasuzō’s Giants and Toys (1958).” JAPANESE CINEMA: texts and contexts, edited by Alastair 

Phillips and Julian Stringer, Routledge, 2007, pp.152-167.）。 

レインの指摘に付け加えたいのは、京子の身体に与えられる動物的属性である。というのも、映画において、京子が実家でオタマジ

ャクシを飼っている描写が存在するのだが、彼女がモデルとして成功をおさめ、その姿が複製メディアの中で増殖してゆくと、実家のオタ

マジャクシは突然死んでしまうのである。さらにその後、京子は派手な衣装を身に着けて、別人のように変貌し、スクリーンにその姿を

現す。つまり、彼女にはオタマジャクシからカエルへと変化する動物性が付与されているのである。そして彼女は、広告モデルの仕事を

やめ、企業間の経済的競争から離脱する。 

以上のような『巨人と玩具』の考察から得られる結論は、動物化とは、アメリカ化からの逃走を意味しているのではないか、という説

である。『痴人の愛』におけるナオミには、戦前の小説では、モダン・ガールのイメージからもたらされる西洋性が認められた。戦後に製

作された映画では、そのような西洋性が希薄化し、代わりにナオミには野性的な振る舞いを特徴とした動物化が見られた。このような

身体に対する眼差しの変化は、戦前から戦後にかけての、西洋に対する日本人の、心理的距離の変化を反映しているといえるので

はないか。 

批評家の加藤典洋はその著書の中で、日本人に意識されていた対米従属の意識が、東京オリンピックへむけて経済成長にひた

走る過程で徐々に薄れていったと論じている（加藤典洋『戦後入門』、筑摩書房、2015 年）。加藤の主張を信じるならば、映画

『痴人の愛』のナオミの「動物的身体」は、小説における「西洋的身体」との決別、あるいは逃走と捉えられるのではないか。つまり、増

村保造の初期作品に見られた西洋偏重的な視座は、60 年代以降、まさにその西洋性からの逃走として、野性的に振舞う身体を

もつ俳優を伴って映画のなかに立ち現れる。このような「動物的身体」こそ、増村映画を特徴づけるひとつの記号なのである。 
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【研究発表記録】 「警視庁物語」シリーズにおける戦争と占領との決別 

具 珉婀（く みな、明治学院大学 言語文化研究所 研究員／国立映画アーカイブ 研究補佐員） 
 

 

警視庁捜査一課の活躍を描いた「警視庁物語」シリーズは、1956-64 年に合計 24 本が製作された東映の添え物映画であり、

スターの俳優を起用せずセミ・ドキュメンタリー・タッチで犯罪を描いていること、犯罪を刑事側から一元的に描写していることなどが特

徴としてあげられている。本発表では、1956-57 年に製作された「警視庁物語」シリーズの初期 5 作品を取り上げ、事件の解決に

奔走する刑事たちの物語が大衆娯楽映画として製作された背景をジャンルの観点から検討し、テクスト分析を行うことで、このシリー

ズが高度経済成長期の始まりに戦争と占領の過去を克服した社会共同体のイメージを示したことを明らかにした。 

まず、これまで本シリーズに関する研究がほとんど行われてこなかったことから、本発表をはじめ、今後の研究の枠組みを示すべく、

内容的および形式的な変化によってこのシリーズの流れを三つの時期に分けた（長編大作として企画された 5 作［第 6 作、第 9

作、第 12 作、第 17 作、第 21 作］とフィルムが現存しない第 18 作を除く）。 

 

第 1 期（1956-57 年、第 1 作-第 5 作） 

①『逃亡五分前』（小沢茂弘監督、1956 年）／②『魔の最終列車』（小沢茂弘監督、1956 年）／③『追跡七十

三時間』（関川秀雄監督、1956 年）／④『白昼魔』（関川秀雄監督、1957 年）／⑤『上野発五時三五分』（村

山新治監督、1957 年） 

第 2 期（1958-60 年、第 7 作-第 14 作） 

⑦『七人の追跡者』（村山新治監督、1958 年）／⑧『魔の伝言板』（村山新治監督、1958 年）／⑩『108 号車』

（村山新治・若林栄二郎監督、1959 年）／⑪『遺留品なし』（村山新治監督／1959 年）／⑬『血液型の秘密』

（飯塚増一監督、1960 年）／⑭『聞き込み』（飯塚増一監督、1960 年） 

第 3 期（1961-64 年、第 15 作-第 24 作） 

⑮『不在証明』（島津昇一監督、1961 年）／⑯『十五才の女』（島津昇一監督、1961 年）／⑲『19 号埋立地』

（島津昇一監督、1962 年）／⑳『ウラ付け捜査』（佐藤肇監督、1963 年）／㉒『十代の足どり』（佐藤肇監督、

1963 年）／㉓『自供』（小西通雄監督、1964 年）／㉔『行方不明』（小西通雄監督、1964 年） 

 

第 1 期は、非面識犯による連続強盗殺人を取り上げていること、刑事たちの捜査過程を精緻に描写し、映画の最後に刑法のク

レジット、警察手帳のショットを挿入していることなどが大きな特徴である。第 2 期は、第 1 期から第 3 期への過渡期的な様相を呈

するが、この時期にあらわれた特徴として、被害者と面識のある者による殺人を取り上げ、平穏な日常を脅かす脅威として犯罪を扱

っている点があげられる。第 3 期においては、刑事たちの聞き込み調査を中心に事件の真相が明るみになり、それによって事件当事
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者にまつわる諸事情へと物語の焦点が移る。また、参考人、容疑者の供述がフラッシュバック、ナレーションなどの主観的表象によって

再現され、犯人を犯行に追い込んだ社会構造の不条理が告発される。以上のような時期区分によって、このシリーズが、捜査の写

実的で詳細な描写から、多様な社会的現実を反映する両義的な描写へと移行していくことが明らかになった。 

本発表ではこのシリーズに関する総合的な研究への第一歩として第 1 期の作品を取り上げ、最初に、セミ・ドキュメンタリー犯罪

映画が日本映画界に登場した背景を確かめた。1948 年にアメリカで公開された『裸の町』（ジュールズ・ダッシン監督）が同年に

日本でも公開され、高い評価を受けたことをきっかけに、アメリカのセミ・ドキュメンタリー犯罪映画が次々と日本で公開される一方、そ

の影響を受けたセミ・ドキュメンタリー・タッチの犯罪映画が日本映画界にもあらわれるようになる。ロケーション撮影による実景のショッ

トを重用したセミ・ドキュメンタリー犯罪映画が日本映画界にジャンルとして定着したのは、普段誰もが目にする日常の空間が、いつで

も不可解な事件が起こりうる恐怖の空間であるという認識が共有されていたからであった。 

次に、当時、日常に密着したものとして犯罪を取り上げたテレビ番組、ラジオ番組が多く製作されていたことを文献資料の調査によ

って示し、これらの犯罪ものに表出された同時代の不安と欲望について考察した。1950 年代半ばから 60 年頃にかけて製作された

スリラー番組は、ロケーション撮影による実景のショットを挿入し、劇中の犯人を実際の日常の空間から捜し出すように呼びかけるなど、

身近に潜む恐怖として犯罪を取り上げる一方、それを謎として提示することで、不可解な事件が頻発する謎のような現実を理解した

いという欲望に応えた。以上の分析から刑事たちが事件を解決し、平穏な日常を取り戻す「警視庁物語」シリーズの物語構造からも

それに類する欲望が見出せることを明らかにした。 

最後に「警視庁物語」シリーズの初期 5 作のテクスト分析を行った。これらの映画には、犯罪による混乱をあらわす様式化された

スタイルと、刑事たちの捜査過程を詳細に描く写実的なスタイルが共存しており、このように明確で豊かな視覚的表現によって戦後

社会の混乱は二項対立の図式に収まり、単純化される。なお、物語世界の事件は、復員兵を連想させる犯罪組織による犯行であ

り、事件にアメリカがかかわっている。そこから刑事たちが収束すべき混乱が戦争と占領の過去に起因するものであることが分かる。映

画の最後にクレジットとして挿入される刑法は、世の正義を実現する新しいモラルとして提示されるが、それによって国家の統制枠組

みに収まらなかった歴史のトラウマによる混乱が、国家権力の管理によって収束することを示唆する。このようにして「警視庁物語」シリ

ーズの初期 5 作は、屈辱的な過去を克服したナショナル・アイデンティティを示している。 

発表後の質疑応答では、日本のセミ・ドキュメンタリー犯罪映画の宣伝に用いられた「洋画を圧する」という言葉から、アメリカ映画

受容の複雑なありかたを見出せるのではないかという指摘があった。これについては、「警視庁物語」シリーズのテクスト分析を通して

見出したアメリカという他者の克服、あるいはアメリカを克服したいという欲望が、日本映画界がアメリカ由来のジャンルを受容する過

程にも見出せると答えた。また、このシリーズの全作の脚本を担当した長谷川公之が議論から排除されたことに関する指摘もあった。

これに対して、これまで日本の犯罪映画は特定の作家を中心に語られてきた傾向があり、大衆娯楽映画のジャンルとして検討する

試みは手薄であったため、従来の方法とは異なるアプローチをとるために作家を排除して分析を行ったと答えた。それから、「多羅尾伴

内」シリーズなどの探偵映画から松本清張原作のスリラー映画へと続く戦後の犯罪映画史の大きな流れのなかでこのシリーズをいか
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に位置づけているかに関する質問があった。これに関しては、アメリカが圧倒的な影響力を発揮していた占領期に製作された「多羅尾

伴内」シリーズには、セミ・ドキュメンタリー犯罪映画をめぐる言説にあらわれたアメリカへの欲望と拒絶のありさまがより克明にあらわれて

いる可能性があり、また松本清張原作の『張込み』（野村芳太郎監督、1958 年）が白黒シネマスコープを初めて導入し、その特

性を活かすべく九州でロケーション撮影を行ったことから、実景を重用したこの時期の犯罪映画との連続性が見られると答えた。本発

表では「警視庁物語」シリーズの最も大きな特徴として言及されるセミ・ドキュメンタリー・タッチに着目し、犯罪映画が描いた日常の恐

怖に焦点を当てて分析を行ったが、以上の質疑応答の内容を踏まえ、今後は犯罪映画におけるアメリカ映画の影響、戦後日本の

犯罪映画における変化など、より広い視野から多角的にこのシリーズを捉えていきたい。 
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【研究発表記録】 村上春樹とグローバルなポピュラー文化 

――韓国映画『アコースティック』における「パン屋襲撃」のアダプテーションを通して 

藤城 孝輔（ふじき こうすけ、岡山理科大学 教育推進機構 教育講師） 
 

 

特定の言語で書かれた文学がその言語が属する文化や社会に根ざしていることは、多くの場合自明とされる。植民地文学のよう

に被植民者にとっての土着の文化と使用言語が一致しない場合もあるが、それでも植民地主義の実相を照らしているという点ではそ

の作品が書かれた社会を反映しているといえる。作品が「無国籍」であるという評価を受けやすい村上春樹の場合も例外ではない。

アメリカ文化の影響を色濃く受けた村上の初期の作品は日本社会を反映した作風ではなく、海外の読者は必ずしもエギゾティックな

異国の文化に触れることを目的に村上文学を読むわけではない。それでも、日本語で執筆を続けている日本人作家であるという事

実は彼の小説を日本文学として読む上での有効な担保となる。 

しかし、翻訳や翻案といった作業を経ることで文学は特定の国籍や文化を越境し、グローバルなポピュラー文化の中で享受される

ことが可能になる。村上の文学が国際的な読者を獲得し、東洋文学という枠組みの中での受容にとどまっていないのも、ジェイ・ルー

ビン、フィリップ・ガブリエル、そして海外進出の草創期におけるアルフレッド・バーンバウムら英語圏の翻訳者の功績が大きい。一方、

本発表は村上の掌編小説「パン屋襲撃」（1981 年）を流用したと見られる韓国映画『アコースティック』（어쿠스틱、ユ・サンホン

監督、2010 年）に注目し、小説から映画という複数メディア間のアダプテーションを通して村上の作品が日本とは異なる文化的コ

ンテクストの中で持ちうる意味を検討した。 

村上はキャリア初期に原作を提供した何本かの映画の不振から一時期自作の映画化に対して慎重になったと見なされていたが、

2000 年代半ばから彼の小説はたびたび国内外で映画化されてきた。これらの映画化作品の大部分は著名な映画作家によって

監督され、国際映画祭で流通されており、アート・シネマとして受け入れられている。この傾向は、原作の映画化の許諾を与える村

上自身の趣味を少なからず反映したものであると推察できる。また、これに呼応するかのように、村上アダプテーションの先行研究も映

画作家ないし舞台演出家による村上作品の解釈および換骨奪胎の過程としてアダプテーションを論じたものが圧倒的に多い。市川

準の『トニー滝谷』（2004 年）、トラン・アン・ユンの『ノルウェイの森』（2010 年）、イ・チャンドンの『バーニング 劇場版』（버닝、

2018 年）を近年の村上アダプテーションとして包括的に論じたマーク・ヤマダはその一例であろう（Marc Yamada, "Merging 

Matter and Memory in Cinematic Adaptations of Murakami Haruki’s Fiction," Journal of Japanese and 

Korean Cinema, vol. 12, no. 1, 2020, pp. 53-68）。だが、このようなアート・シネマへの注目の一方で、グローバル化した

ポピュラー文化における村上アダプテーションの位置づけは等閑視されてきたきらいがある。村上アダプテーションを高尚な芸術作品と

同様に扱い、映像テクストの細部にいたるまでを鑑賞するまなざしの影で見逃されているものは、グローバリゼーションの波に乗って国

境を越えて伝播し、日常生活に浸透する村上の物語の存在である。 
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『アコースティック』は第 1 話「ブロッコリーの危険な告白」（브로콜리의 위험한 고백）、第 2 話「パン屋襲撃事件」（빵 가게 

습격 사건）、第 3 話「ロック解除」（잠금해제）の全 3 話からなるエピソード映画として構成されており、エピソード間のつながり

は希薄である。クレジットに原作の明記はないものの、このうち「パン屋襲撃事件」において村上の「パン屋襲撃」がソウルの弘大地区

で暮らす現代の若者の物語として映像化されている。この映画において注目すべきは、当時 CNBLUE のメンバーであったイ・ジョンヒ

ョンとカン・ミンヒョク（日本では「ミンヒョク」の表記が定着しているが、実際の민혁の発音は「ミニョク」に近い）、そして 2AM のイム・ス

ロンら K-pop の男性バンドのメンバーたちの映画初出演作であり、若手スターを売り出すアイドル映画としての役割を担っている点で

ある。「パン屋襲撃事件」では CNBLUE の二人が原作の「僕」と「相棒」に相当する主人公、キム・ソンウォンとキム・ヘウォンを演じて

いる。このことから、映画化に際して村上の作品に加えられた改変は単なる文化的同化（domestication）にとどまらず、男性ア

イドルのスター・イメージをグローバルな観客に効果的に伝える意味を持っているものと推察できる。本作が行うアダプテーションにおい

て、村上の小説は日本文化を表す記号や文化的な他者としてではなく、文化的に移植可能な媒体として作品と出演者を国内外

のマーケットに届けることに寄与しているのである。 

本発表では、演じ手のスター・イメージを登場人物に反映させた人物造型および人間関係の大幅な変更、村上の物語が持つ曖

昧性の低減および異文化間においてもわかりやすい物語への改変、そして CNBLUE の二人を韓国エンタテインメントの文脈に位置

づける韓国ポピュラー音楽史への言及といった点に着目して、本作が持つアイドル映画としての役割を考察した。デビュー当時、

CNBLUE ではメンバーの人柄をわかりやすく伝えるために、それぞれの気質を端的に表す形容辞（例えば、イ・ジョンヒョンは 

“Burning”、カン・ミンヒョクは “Lovely”）が「コードネーム」として割り当てられていた。バンド名自体も、4 人のコードネームの頭文

字を並べた “Code Name BLUE” の略である。「コードネーム」として宣伝された人物像に合わせるかのように、「パン屋襲撃事件」

においてイ・ジョンヒョンが演じるソンウォンとカン・ミンヒョクが演じるヘウォンはそれぞれ熱情的な激しさを持った人物と愛らしくあどけない

性格の人物として造型されている。さらに、ソンウォンとヘウォンが兄弟であるという村上の小説にはない設定も、擬似的な兄弟バンド

として売り込んでいた初期の CNBLUE のイメージに即したものである。アイドルが持つイメージに合わせた以上のような改変は、本作

がリチャード・ダイアーの映画スター論に見られる「スターの乗り物」（star vehicle）として機能していたことを示唆している。 

また、「パン屋襲撃事件」は二人の若者がパン屋の主人から音楽を聴かされる代わりに無料でパンを与えられるという「パン屋襲撃」

のストーリーラインに沿って展開するものの、村上の掌編に見られた曖昧性を大幅に抑えている。例えば、ソンウォンとヘウォンを兄弟と

することで「僕」と「相棒」において曖昧だった人間関係を明確なものにし、パン屋の主人がギターを盗んだという展開を盛り込むことで

パン屋襲撃からパン屋の主人によるパンの提供までの展開にわかりやすい因果関係の連鎖が示される。一方、小説の中でパン屋の

主人がかける呪いは、作中で村上が言明を避けていることから多くの先行研究が 1980 年代の日本社会の文脈に照らして解釈を

試みてきた。しかし「パン屋襲撃事件」では、この呪いに関する部分を一切削ることによって日本社会のアレゴリーとして読める側面は

薄れている。この点も、グローバルなアイドル映画として国籍や文化を越えて受け入れられやすくするための工夫であると考えられる。 
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その代わりに「パン屋襲撃事件」には、グローバル化にいたった同時代の韓国ポピュラー文化のアレゴリーとしての寓意性を見出すこ

とができる。パン屋の主人が主人公たちに聴かせる音楽をワーグナーのオペラから韓国のロックバンド、サヌリム（산울림）のヒット曲に

変更することにより、売れないミュージシャンを演じる CNBLUE の二人を韓国ポピュラー音楽の歴史の継承者として位置づける。さら

に、村上の「僕」がパン屋の主人の呪いを受けて凡庸な社会人として日本社会に取り込まれていくのに対し、ソンウォンはパン屋の主

人に聴かされたサヌリムの曲に触発されて諦めかけていた作曲を再開し、ソンウォンとヘウォンの兄弟バンドが路上バンドからライブハウ

スで人気を博すミュージシャンとして成功するというラストが描かれる。本作終盤のシークェンスにおいては、路上ライブのシーンの直前

にギターをつまびく兄の作曲作業を聴きながら眠るヘウォンの顔のクロースアップが挿入され（図 1）、ライブハウスのシーンの直前では

路上ライブでドラムを演奏中に恍惚にいたるヘウォンの顔のショットとともにシーンがホワイトアウトする（図 2）。 

 

 

図 1 （0:45:21） 

 

図 2（0:46:37） 

 

このようにシーンの変わり目に目を閉じたヘウォンのショットが繰り返し用いられることにより、後に続くシーンがヘウォンの夢ないし願望で

あることが暗示される。ここであえて現実味を欠いた夢としてソンウォンとヘウォンの未来を描いたのは、「部屋に辿りついたとき、我々の

中の虚無はもうすっかり消え去っていた。そして想像力がなだらかな坂を転がり落ちるようにカタカタと動き始めていた」（『村上春樹全

作品 1979～1989 ⑧短篇集 III』講談社、1991 年、36 頁）という村上の小説のラストを将来の夢に向かって希望と期待をふ

くらませる若者の姿と解釈したことによると考えられる。画一的な人生に疑問を呈し、世界を視野に入れて高く飛んでいくことを訴える

ソンウォンの歌の内容が表すとおり、二人が夢見る兄弟バンドの成功はグローバルに活躍する 2010 年代の K-pop の成功譚を願

望充足的に表現したものに他ならない。 

村上の「納屋を焼く」（1983 年）を原作とする日韓共同製作映画『バーニング 劇場版』が、アート・シネマの映画作家として名

高いイ・チャンドン監督が村上の物語を通して現代の韓国社会に対する独自の批評を表現したアダプテーションとして論じられること

が多いのに比べると、『アコースティック』は村上を原作者として明記していない流用である点、若者向けのアイドル映画として流通して

いる点などのために注目がはるかに薄い。しかし、本作は日本文化の枠を越えてグローバルなポピュラー文化の一部として消費される

村上春樹作品の意義を理解する鍵として注目に値する。 

なお、本発表の議論に関連する拙論文「男性アイドル映画になった村上春樹――『アコースティック』におけるスター表象と韓国ポ

ピュラー文化」を収録した『JunCture 超域的日本文化研究』12 号が近日刊行予定である。
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